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2006年トリノ冬季パラリンピック競技大会  
日本選手団第一次決定のお知らせ   

財団法人 日本障害者スポーツ協会 日本パラリンピック委員会（事務局：東京都新宿区 会長：北郷   

勲夫）は、2006年3月10日（金）～3月19日（日）の日程で開催される「2006年トリノ冬季パラリンピッ   

ク競技大会」の日本選手団代表選手・役員の第一次決定を行いました。ここに選手36名、役員47名の   

合計83名の選手団名簿を発表いたします。  

今シーズンの結果をふまえた上で数名のアルペンスキー選手の追加決定を行う可能性もあり、最終的   

な日本選手団名簿は2006年2月10日、当協会サイト上で公表する予定です。   

今回決定した代表選手のメディア用プロフィールをご希望の方は、添付の用紙に必要事項をご記入の   

上、ファックス（03－5273－2850）でJPCあてご請求ください。折り返しファックスまたは郵便でお送り   

いたします。なお、選手や競技役員への取材をご希望の場合は、同封の資料にある競技団体のメディア   

担当者までお問い合わせください。  

お問い合せは：   

（財）日本障害者スポーツ協会  日本パラリンピック委員会  

事務局  安岡・峰村  

Tel：03－3204－3993  Fax：03－5273－2850  

Email jpc99＠jsad．or．jp  

URL：http：／／www．jsad．or．jp   
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2006年トリノ冬季パラリンピック競技大会の概要  

1名 称  2006年トリノ冬季パラリンピック競技大会（通称 トリノパラリンピック）  
Torin02006ParalympicWinterGames   

2 主  催  国際パラリンピック委員会（lPC）  

トリノ2006オリンピック組織委員会（TOROC）   

3 開催地  イタリア・トリノ市   

4 期  間  平成18年3月10日′）19日  

3月 4日（土）  選手村オープン  

3月10日（金）  開会式  

3月11日（土）～ 競技開始（19日まで）  

3月19日（臼）  閉会式  

3月22日正午  選手村開村   

5 渡航予定  

1）出発   

（D アルペンスキーチーム  

平成18年2月22日 成田発13時30分（JAL417便） トリノ毒18時05分  
② ノルディックスキーチーム  

平成18年2月24日 成田発13時30分（JAL417便） トリノ毒18時05分  
③ スレッジホッケー・本部  

平成18年3月4日 成田発13時30分（JA」417便） トリノ着18時05分   

2）帰国（日本選手団）  

平成18年3月23日 成田毒16時40分（JAL418便）  
トリノ発 3月22日 20時45分   

6 式  典  日本選手団結団式  平成18年2月13日（月）13時  

JAL CITY 田町  
日本選手団解団式  平成18年3月21日（火）  

トリノ市内ホテル   

7 実施競技、会場及び選手数  （4競技、2選手村）  

1）アルペンスキー BORGATA（セストリエー）L／） 223名  

トリノ市内から車で2時間以上離れたアルプス山脈に位置し、セストリエール選手村か  

ら2Km離れ、車で5分程度  

2）ノ）L／ディックスキー PLAN（プラジェラート）151名  

トリノ市内から車で2時間程度離れたアルプス山脈に位置し、セストリエール選手村か  

ら8Km離れ、車で20分程度  

3）アイススレッジ7Tiツケー ESPOSIZlONl（トリノ市内）120名  
トリノ市内のほぼ中心部に位置し、トリノ選手村から5Km離れ、車で10分程度  

4）牽いすカーリング PALAGHEACC［○（トリノ市内ピネロ一口） 40名  

トリノ選手村力＼ら36Km離れ、車で1時間程度のアルペン山脈の麓に位置する。   

アイススレッジホッケーと車椅子カーリンクチームはトリノ市内選手村に、アルペンス  

キーとノルディックスキーチームはセストリエール選手村に宿泊する。両選手村間の距離  

は104Km、車で2時間以上かかる。   

セストリエールの選手村には全てのコーチが入相できない。入相できないコーチは選手  

村の院の宿含を使用する。   

5）選手村  
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8 トリノ大会特記事項（2005．11月1PC発表）  
1）オリンピックと同じトリノ2006オリンピック組織委員会（TOROC）が大会を運営。   
2）車椅子カーリンク競技が初めて実施される。   

3）種目はクラスを統合した、3つのカテゴリー制となる。   

4）オリンピック終了後、2週間でパラリンピック開催   

5）実施種目（メタルイベント）は58   

6）参加国 41カ国   
7）選手数 534名   
8）競技役員 700名   
9）選手団1000名  
10）報道者の人数1000名  
11）ボランティア 6000名以上  
12）ドーピング検査 280件   

9 参加数  選手・役員 約41カ国  約1250人（選手650、役員600人）予定  
スレッジホッケー参加国  

グループA  ドイツ ノルウェー カナダ イタリア  
グループB  日本 アメリカ スエウーデン イギリス   

10 日本選手団 91人（選手40人、ガイド4名、役員47人）参加予定  
1）日本選手団本部 13名   
（か 団長 1名   

② 副団長1名   
（診 医師  2名   

④ 看護婦1名   
⑤ 総務  7名   
⑥ 通訳 1名   
2）アルペンスキー 32名   
① 選手  17名（男子13名、女子 4名）   
（診 ガイド  1名   

③ 監督  1名   

④ 役員・コーチ13名   

3）ノルディックスキー 23名   

① 選手  8名（男子 5名、女子 3名）   

② ガイド  3名   

③ 監醤  1名   

④ 役員・コーチ11名   
4）アイススレッジホッケー 23名   

① 選手  15名（男子15名）   

② 監督  1名   

③ 役員・コーチ 7名   

11 関係役員の派遣  

会長を含め9名を予定。   





2006年トリノ冬季パラリンピック競技大会  

実施競技の概要  

2006トリノ冬季パラリンピックでは次の4競技が実施される。   

アルペンスキー   

一般のアルペンスキー同様、滑降（DH）、スーパーG（SG）、大回転（GS）、回転（SL）の  

4種目がある。   

障害によって立位、チェアーと視覚障害の3つのカテゴリーに分けられて競技を行う。ただし、同一  

カテコリーであっても障害の種類や程度が異なるため、障害による不公平が発生する。このため、クラ  

スごとに係数（％）が設定され、滑走タイムにこの係数を掛けた計算タイムで勝敗を決するパーセンテ  

ージ制が採用される。   

また、障害に応じた用具の工夫やルールの変更を行っている。たとえば、車いす使用者などの両下肢  

障害者は、1本のスキー板にサスペンション機能やバケットシートを装着した”チェアスキー”を使用  

し、2本のアウトリガー（先端に小さなスキー板が付いたストック）を操作して滑走する。片大腿切断  

のように1本のスキーで競技を行う場合には、バランスを保持するためにアウトリガーを使用している。  

視覚障害者の場合では、ガイドスキーヤーが音源などを利用してコース誘導することが認められている。   

ノルディックスキー   

ノルディックスキーでは、クロスカントリースキーとバイアスロンが行われる。   

クロスカントリースキーは一般の競技と同様、クラシカルとフリーがある。バイアスロンは、フリー  

走行と射撃を組み合わせたもの。幸いす使用者の場合は、シットスキーと呼ばれる専用のフレームに2  

本のノルディック用スキー板を装着したものに座って行う。競技は、アルペンスキーと同様のカテゴリ  

ーで実施され、パーセンテージ制も採用される。   

アイススレッジホッケー   

スレッジと呼ばれる氷上専用のリリと、グリップエンドに駆動用の刃をつけた短いスティックを用い  

て行うアイスホッケーで、脊髄損傷や切断の選手が座位で行うスポーツ。  

1チーム6名の選手が氷上でプレーできる（交代は自由で、6名全員が一度に交代することもしばし  

ばある）。このスポーツは、「氷上の格闘技」と呼ばれるにふさわしい激しいコンタクトや、華麗な組織  

プレーで観衆を魅了するウインタースポーツの花形競技として人気が高い。   

トリノ大会には、参加資格を得た8ケ国が参加し、4チームによる予選リーグの上位2カ国が準決勝、  

勝者に進む。   

牽いすカーリンク   

車いす使用者が行うカーリング。投球技術だけでなく、巧みな戦術が要求されることから「氷上のチ  

ェス」と呼ばれている。  

1チーム4名で構成され、試合は2チームによる対戦形式で行われる。1試合6エンド。各選手には、  

1エンドにつき2個のストーンが与えられ、各チーム交互にホックラインの手前からハウスと呼ばれる  

円に向かってストーンを氷上に滑らせる。各エンドの得点は、ストーンをハウスの中心に最も近づけた  

勝者チームに与えられる（敗者チームが投じたストーンのうら、ハウスの中心に最も近いストーンより  

も内側にある勝者チームのストーン数をカウントする）。スウイーピンク（ブラシで掃くこと）は行わ  

ない。   

2006年トリノパラリンピックから正式競技として実施される。   



ノルディックスキー競技の解説  

冬季パラリンピックのノルディックスキーで行われる競技は、クロスカントリースキー競技とバイア  

スロン競技がある。   

クロスカントリースキー競技   

クロスカントリースキーとは「雪原のマラソン」とも呼ばれ、専用のスキー板とストックを使って滑  

走し、タイムを競う。上り・下り・平地が、それぞれ約3分の1の割合になっているコースを走る。  

そのため、全身の持久力や筋力、スキー板の操作技能の高いレベルが要求される競技である。また、陸  

上のマラソンのように一斉に同時スタートではなく、時間差（通常30秒の間隔を開けた）スタートが  

おこなわれる。リレーなど種目によっては同時スタートの場合もある。  

1）クラシカル競技（CL）とフリー競技（FT）   

クロスカントリースキーには、クラシカル競技とフリー競技という2つの競技がある。   

クラシカル競技とは、伝統的なクラシカル走法を用いて行い、スケーティング走法を行うことはでき  

ない（走法違反となり失格）。クラシカル走法とはスキーを平行に交互にキックして進むダイナゴル滑  

走や、2本のストックで押して進む推進滑走などで、雪面にある2本のシュプール（レール）上を滑走  

する走法。  

フリー競技とは、クラシカル走法でも、スケーティング走法でも良く、自由に滑ることができる。ス  

ケーティング走法とはスキー板を逆ハの字に開き、片方のスキーでサイドキックし、他方のスキー板を  

滑らせるという（スケートのように板を斜めに滑らせる）動作繰り返しながら滑走する走法。  

2）障害クラスとメタルカテゴリ   

ノルディック競技では3カテゴリー制（メダルカテゴリー）を採用している。   

月宛・脚・体幹など肢体に障害のある選手をLWクラスとし、さらに、その中で、立位を「Standing」  

カテゴリー、座位を「SitSki」カテゴリーと分けている。   

視覚に障害のある選手はBクラス、「ブラインド」クラスとして統一されている。   

つまり「シットスキー」「スタンデインク」「ブラインド」の3クラスでメタルを競う。   

表記上では、「SitSkiJ「StandingJ「＞isua】lylmpaired」とされる。  

3）リレー種目   

リレー種目は、いろいろな障害をもつ選手が一緒になって、それぞれの国ごとのチームをつくり、タ  

イムを競う。男子・女子とも3人のメンバーを1チームにして行う。   

男子は障害の程度を平等にするために、3人の係数（パーセンテージ）を合計288％までとしてい  

る。女子は、Blクラス、LW5／7クラス、SitSkiのメンバーを必ず1名入れることになっている。   

男子の1定日はシットスキー（3．5km）、2走自はクラシカ）L／（5．Okm）、3走自はフリー走法（5．0km）  

の、計13．5kmでタイムを競う。女子は、各2．5kmを走り、1走クラシカル、2走クラシカル、3走  

フリーで、計7．5kmでタイムを競う。   

リレーは一斉同時スタートとなるので勝敗はリアルタイムで、先にコ、－ルしたものが勝らとなる。   



バイアスロン競技   

クロスカントリースキーと射撃を組み合わせた競技で、スキーの速さと射撃の正確さを競い順位を決  

める。   

トリノでは、ロング（長距離：12．5km）と、ショート（短距離：7．5km）の、2種目がお  

こなわれる。どちらの種目も、2．5kmコースを1周として行われ、1周走るごとに射場に入り、射  

撃をする。1匝Iの射撃（シューティング）では、5発の弾を撃つ。  

①ロング12．5km（トリノで初めておこなわれる種目）   

2．5km→射撃5発→2．5km→射撃5発→2．5km－す射撃5発→2．5km→射撃5発→2．5km  

②ショート7．5km（今までおこなわれていた種目）   

2．5km→射撃5発→2．5km－→射撃5発→2．5km   

具体的には、次のような組み合わせの流れになる。  

順位はタイムで決める。   

2．5km周回を走ったタイム①に、射撃のミスをペナルティタイム②として加算し、競技全体のタイ  

ム（タイム①＋タイム②）を出し、合計タイムが速いものを上位とする。   

射撃のミスをペナルティとしてタイムヘ影響させる方法は、ロングとショートでは違う方法となる。   

① ロング  

射撃ミス1発を1分のペナルティタイムとする。つまり、4固の射撃で合計20発の弾を撃つ  

ので、全部ミスすれば20分のペナルティタイムカー加算されることになる。つまり、走りの速さ  

だけで勝つことは難しくなる。   

② ショート  

射撃ミス1発ごとに、決められたペナルティコースを走る。具体的には、射場の横に1周15  

0mのループが設置されていて、そこをミスした数だけ周回する。つまり、1回の射撃で5発全  

部ミスした場合は、150mX5周＝750mを余分に走ることになり、その時問がペナルティ  

タイムとなる。  

射撃の方法   

スタンデインクとシットスキークラスの選手は、1．5cmの的を10m離れたところから伏せ撃ちで   

狙う。エアガン（空気銃）を使い、実際に実弾が出る。以前は的の大きさは2．5cmだったが、レベ   

ルの高い競技にするために、1．5cmへと小さくされた経緯がある。   

ブラインド（視覚障害）クラスの選手は、自で的を見て撃つことができないため、音の違いを聞き   

分けて的を狙い撃つことになる。つまり目で照準を合わせるのではなく、目で照準を合わせる。その   

ために、電子音で標的の位置を知らせる音式スコープという装置を用いる。亡の装置は、的に近づく   

と音が高音に変化し（周波数が上がり）、離れると低くなるようになっていて、選手はヘッドフォン   

をつけて、その昌を聞き分けて（周波数が最も高いところに）狙いを定め、撃らぬく。的は10m離   

れたところに置かれ、大きさは3cm。ブラインドクラスで使用する銃は、長野のパラリンピックま   

ではエアガン（空気銃）を使っていたが、ソルトレイクからビーム銃に変わり、トリノでもビーム銃が   

使われる。   
































